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兼
六
園
に
入
園
さ
れ
た
方
々
の
休
憩
場
所

と
し
て
、
ま
た
兼
六
園
に
ゆ
か
り
の
あ
る
各

種
文
化
講
座
や
茶
会
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
き

た
兼
六
園
休
憩
館
が
、
四
月
一
日
よ
り
美
術

館
の
所
管
と
な
り
、
美
術
館
活
動
の
一
環
と
し

て
運
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ご
承
知
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の

建
物
は
、
旧
陸
軍
第
九
師
団
長
官
の
官
舎
と

し
て
大
正
十
一
年
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
戦

後
は
一
時
期
児
童
会
館
と
し
て
使
用
す
る
た

め
増
築
さ
れ
ま
し
た
が
、
長
官
官
舎
で
あ
っ

た
部
分
は
、
よ
く
旧
態
を
残
し
て
い
ま
す
。
背

面
の
広
い
芝
生
広
場
や
、
そ
の
向
こ
う
側
に

見
え
る
江
戸
時
代
の
本
多
家
上
屋
敷
庭
園
の

築
山
や
樹
木
の
一
部
が
見
事
に
残
っ
て
お
り
、

文
化
の
森
の
名
称
に
ふ
さ
わ
し
い
景
観
を
見

せ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
こ
の
施
設
の
活
用
方
法
で
す
が
、
兼

六
園
休
憩
館
時
代
に
利
用
し
て
頂
い
た
方
々

は
原
則
と
し
て
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
頂
こ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
存
知
で
な
い
方
の
た
め
に
施
設
の
概
要

を
紹
介
し
ま
す
と
、
旧
長
官
官
舎
で
あ
っ
た

部
分
に
は
、
長
官
室
、
会
議
室
、
応
接
室
、

和
室
等
が
あ
り
、
こ
の
部
分
は
出
来
る
だ
け

復
元
保
存
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
等
各
室
は
、
い
ろ
ん
な
会
合
の
場
に
利

用
し
て
頂
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

和
室
は
す
で
に
百
万
石
茶
会
な
ど
に
利
用

し
て
頂
い
て
い
ま
す
が
、
水
屋
の
位
置
が
逆

勝
手
で
使
い
づ
ら
い
と
の
ご
意
見
が
あ
り
、

こ
の
た
び
の
改
修
で
手
直
し
し
て
使
い
勝
手

が
良
く
な
り
ま
し
た
。

　

児
童
会
館
時
代
に
野
鳥
園
と
し
て
増
築
さ

れ
た
部
分
は
、
休
憩
館
時
代
に
九
十
名
収
容

の
ホ
ー
ル
と
し
て
改
修
さ
れ
、
現
在
は
、
各

種
講
座
や
集
会
、
兼
六
園
へ
や
っ
て
き
た
団

体
子
供
達
の
昼
食
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
今
後
は
さ
ら
に
美
術
文
化
活
動

発
表
の
場
と
し
て
、
個
人
や
小
グ
ル
ー
プ
、

学
校
団
体
等
に
活
用
し
て
頂
こ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
作
品
展
示
用
の
壁
面

パ
ネ
ル
も
用
意
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
美
術
文

化
を
幅
広
く
と
ら
え
、
生
け
花
、
盆
栽
、
手

芸
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
に
対
応
運
用

す
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
施
設
の
利
用
方
法
で
す
が
、
和
室
は

使
用
料
を
定
め
て
お
り
納
入
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
他
の
す
べ
て
の
部
屋

の
利
用
は
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
利
用
期

間
は
一
日
か
ら
最
高
一
週
間
位
を
目
途
と
し

て
い
ま
す
。
開
館
時
間
や
休
憩
日
を
ど
う
す

る
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
美
術
館
と
歩
調

を
合
わ
す
べ
き
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
美
術
館
で
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
実
技
を
中
心
と
す
る
講
座
や
、
工
芸

品
に
直
接
手
を
触
れ
て
鑑
賞
す
る
体
験
学
習

講
座
な
ど
も
、
和
室
で
実
施
す
る
こ
と
が
出

来
な
い
か
と
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
の
名
称
は
、
長
い
間
広
坂
休
憩
館
の

ネ
ー
ミ
ン
グ
を
使
用
し
て
き
た
た
め
馴
染
み

が
あ
り
、
美
術
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
ま
で
は
、
と
り
あ
え
ず
「
石
川
県
立
美
術

館
広
坂
休
憩
館
」
で
い
こ
う
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
施
設
に
ふ
さ
わ
し
い
名
称
が

あ
れ
ば
七
月
末
日
ま
で
に
、
そ
の
理
由
を
書

い
て
は
が
き
で
お
寄
せ
下
さ
い
。
す
ば
ら
し

い
名
称
が
あ
れ
ば
採
用
し
た
い
と
も
考
え
て

い
ま
す
が
、
日
本
語
に
限
定
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
こ
の
施
設
が
文
化
の
森
の
活
動
の
拠

点
の
一
つ
と
し
て
大
い
な
る
役
割
を
果
す
べ

く
、
多
く
の
方
々
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　

な
お
和
室
を
茶
会
と
し
て
ご
利
用
し
て
い

た
だ
く
方
々
の
た
め
に
、
茶
の
湯
の
道
具
の

ご
寄
附
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
お
手
許
で

眠
っ
て
い
る
道
具
や
、制
作
さ
れ
た
作
品
な
ど
、

ご
協
力
賜
わ
れ
ば
幸
い
で
す
。

旧
兼
六
園
広
坂
休
憩
館
の
改
修
活
用
に
当
た
っ
て

館
長 

嶋
崎　

丞

■
ご
利
用
に
つ
い
て
の
お
尋
ね
は

　
　

石
川
県
立
美
術
館
広
坂
休
憩
館

　
　

電
話
／
〇
七
六
ー
二
二
一
ー
八
八
一
〇

　

ま
た
は

　
　

石
川
県
立
美
術
館
総
務
課

　
　

電
話
／
〇
七
六
ー
二
三
一
ー
七
五
八
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

ま
で

休
憩
館
外
観

休
憩
館
ホ
ー
ル
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◆「
長
谷
川
等
伯
展
」

久
蔵
の
国
宝
「
桜
図
」
特
別
公
開

石
川
県
七
尾
美
術
館

４
月
５
日（
土
）〜
５
月
６
日（
火
・
休
）

平
成
八
年
か
ら
毎

年
開
催
の
「
長
谷

川
等
伯
シ
リ
ー
ズ

展
の
十
三
回
目
。

等
伯
の
後
継
者
と

し
て
「
清
雅 

父
に

ま
さ
る
」
と
い
わ

れ
な
が
ら
も
二
十

六
才
で
夭
逝
し
た

長
男
・
久
蔵
の
人

気
作
国
宝
「
桜
図
」

を
特
別
公
開
し
ま

す
。
そ
の
他
に
も

七
点
が
七
尾
初
展

示
と
な
り
、
見
逃

せ
ま
せ
ん
。

◆「
ウ
ル
ビ
ー
ノ
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
」　

古
代
か
ら
ル
ネ
サ
ン
ス
、美
の
女
神
の
系
譜

国
立
西
洋
美
術
館

３
月
４
日（
火
）〜
５
月
１８
日（
日
）

本
展
の
目
玉
は
、
館
外
に
貸
し
出
さ
れ
る
こ

と
も
極
め
て
希
な
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
の
至

宝「
ウ
ル
ビ
ー
ノ
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
」。
盛
期
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
派
の
代
表
的
画
家
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー

ノ
の
代
表
作
で
す
。
そ
の
他
イ
タ
リ
ア
各
地

か
ら
集
め
ら
れ
た
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
を
主
題
と
す

る
約
七
十
点
を
展
示
し
ま
す
。

◆
生
誕
100
年「
東
山
魁
夷
展
」

東
京
国
立
近
代
美
術
館

前
期
３
月
２9
日（
土
）〜
4
月
２0
日（
日
）

後
期
4
月
２2
日（
火
）〜
5
月
18
日（
日
）

※

前
期
後
期
で
展
示
替
え
が
あ
り
ま
す
。

長
野
県
信
濃
美
術
館
東
山
魁
夷
館

7
月
１２
日（
土
）〜
８
月
３１
日（
日
）

戦
後
日
本
画
界
を
代
表
す
る
風
景
画
家
東
山

魁
夷
の
生
誕
百
年
を
記
念
す
る
展
覧
会
で
す
。

代
表
作
百
一
点
と
ス
ケ
ッ
チ
秀
作
五
十
三
点
を

出
品
す
る
過
去
最
大
の
回
顧
展
と
な
り
ま
す
。

例
年
、
こ
の
時
期
に
友
の
会
よ
り
新
年
度
会
員
の
募
集
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
お
り
、
そ
の
こ

と
に
つ
い
て
お
尋
ね
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
以
下
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

四
月
は
行
事
を
予
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
五
月
よ
り
講
座
等
を
開
催
い
た
し
ま
す
（
詳
細
は
次

号
掲
載
）。
会
場
は
石
川
県
立
美
術
館
広
坂
休
憩
館
と
な
り
ま
す
。
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
会
員
期
限
に
つ
い
て

前
年
度
入
会
の
際
に
ご
案
内
し
た
と
お
り
、

当
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
に
伴
い
現
在
友
の

会
会
員
の
方
は
平
成
十
九
年
度
・
二
十
年

度
に
限
り
二
年
会
員
と
な
り
ま
す
。
し
た

が
っ
て
現
在
友
の
会
会
員
の
方
は
今
回
に

限
り
継
続
の
お
手
続
き
は
必
要
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。
会
員
証
も
平
成
二
十
一
年
三
月
ま
で

有
効
で
す
の
で
、
な
く
さ
な
い
よ
う
保
管
下

さ
い
。

◆
新
規
入
会
を
お
申
し
込
み
の
方

新
に
友
の
会
に
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
も

入
会
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
た
だ
し
、
年

度
会
員
制
で
す
の
で
平
成
二
十
一
年
三
月
ま

で
の
有
効
期
限
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。（
当

館
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
に
よ
り
本
年
九
月

下
旬
ま
で
休
館
し
て
お
り
ま
す
事
を
ご
了

承
下
さ
い
）。
お
手
続
き
の
詳
細
は
当
館
普

及
課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◆
会
員
特
典
に
つ
い
て

会
員
証
の
裏
面
に
記
載
の
通
り
、
提
携
施

設
の
割
引
特
典
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
開
館
後
は
当
館
で
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
展
鑑
賞
も
無
料
に
な
り
ま
す
。

ま
た
主
催
展
覧
会
は
団
体
料
金
な
み
に
割

引
さ
れ
ま
す
。

◆
美
術
館
だ
よ
り
の
発
行
に
つ
い
て

毎
月
、
こ
の
美
術
館
だ
よ
り
は
発
行
し
ま

す
。九
月
号
ま
で
は
現
在
の
四
ペ
ー
ジ
立
て
、

十
月
号
よ
り
以
前
の
八
ペ
ー
ジ
立
て
に
も

ど
る
予
定
で
す
。

◆「
国
宝
大
絵
巻
展
」

九
州
国
立
博
物
館

前
期
３
月
２２
日（
土
）〜
4
月
２８
日（
月
）

後
期
4
月
２９
日（
火
・
祝
）〜
６
月
１
日（
日
）

※

前
期
後
期
で
ほ
と
ん
ど
の
作
品
を
入
れ
替
え
ま
す
。

絵
巻
は
日
本
に
お
い
て
豊
か
な
展
開
を
遂
げ

た
美
術
の
代
表
例
で
す
。
京
都
国
立
博
物
館

所
蔵
、
寄
託
品
の
う
ち
国
宝
九
件
重
文
十
四

件
を
含
む
二
十
六
件
併
せ
て
約
一
五
〇
場
面

を
展
示
し
ま
す
。

◆「
イ
タ
リ
ア
美
術
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
」

札
幌
芸
術
の
森
美
術
館

４
月
１５
日（
火
）〜
５
月
２５
日（
日
）

ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
リ
作
「
聖
母
子
と
天
使
」
を

は
じ
め
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
生
地
コ
ル
シ
カ
島

フ
ェ
ッ
シ
ュ
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
六
十
点
あ

ま
り
を
日
本
初
公
開
し
ま
す
。

各
地
で
注
目
の
展
覧
会

行
事
案
内

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
中
心
に

友
の
会
よ
り
お
知
ら
せ

■
石
川
県
立
美
術
館
広
坂
休
憩
館　

金
沢
市
出
羽
町
三
ー
一

3
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九
月
に
は
開
館
二
十
五
周
年
と
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
記
念

し
て
「
法
隆
寺
の
名
宝
と
聖
徳
太
子
の
文
化
財
展
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
そ
こ
で
こ
れ
か
ら
毎
月
、
特
別
展
の
出
品
作
品
な
ど
を
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。

①
法
隆
寺

　

聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
法
隆
寺
は
、
現
存
す
る
世
界
最
古
の
木
造

建
築
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
金
堂
や
五
重
塔
な
ど
国
宝
の
建
造

物
は
十
八
件
に
の
ぼ
り
、
仏
像
な
ど
の
美
術
工
芸
品
で
は
国
宝
が
二

十
件
、
重
要
文
化
財
は
一
二
〇
件
を
超
え
て
い
ま
す
。
平
成
五
年
に

は
、
日
本
で
最
初
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
お
り
、
歴
史
の
教
科

書
で
も
お
馴
染
み
の

わ
が
国
を
代
表
す
る

仏
教
寺
院
で
す
。

　

今
回
の
展
覧
会
で

は
、
こ
れ
ら
の
文
化

財
の
中
か
ら
「
玉
虫

厨
子
」「
黒
漆
螺
鈿
卓
」

「
太
刀
（
直
刀
）」
と
い

う
三
件
の
国
宝
を
公

開
し
ま
す
。
ほ
か
に

仏
像
・
絵
画
・
工
芸

品
な
ど
重
要
文
化
財

が
五
十
三
件
出
品
さ
れ
、
法
隆
寺
か
ら
の
出
品
総
点
数
は
一
一
一

件
と
な
り
ま
す
。

　

法
隆
寺
の
歴
史
は
、
聖
徳
太
子
創
建
の
寺
に
遡
り
ま
す
。
聖

徳
太
子
が
住
ま
わ
れ
た
斑
鳩
宮
に
隣
接
し
て
建
て
ら
れ
た
寺
で
、

古
く
は
斑
鳩
寺
と
称
し
て
い
ま
し
た
。
本
格
的
な
仏
教
伽
藍
と

し
て
は
飛
鳥
寺
に
次
い
で
古
く
、
太
子
の
仏
教
興
隆
に
か
け
た
思

い
と
先
進
文
化
摂
取
へ
の
積
極
的
な
意
図
を
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。『
日
本
書
紀
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
斑
鳩
寺
は
天
智
天

皇
九
年
（
六
七
〇
）
に
火
災
で
焼
失
し
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。
と

こ
ろ
が
現
存
の
法
隆
寺
は
、
金
堂
に
推
古
三
十
一
年
（
六
二
三
）

銘
の
釈
迦
三
尊
像
を
安
置
し
て
お
り
、
飛
び
抜
け
て
古
い
建
築

様
式
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
法
隆
寺
の
公
式
記
録
で
あ
る
『
法

隆
寺
伽
藍
縁
起
并
流
記
資
財
帳
』
に
火
災
の
記
事
が
な
い
こ
と

か
ら
、
焼
失
後
に
再
建
し
た
と
す
る
再
建
説
と
、
聖
徳
太
子
建
立

の
ま
ま
と
す
る
非
再
建
説
が
長
く
対
立
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
議
論
は
昭
和
十
四
年
の
調
査
で
お
お
よ
そ
の
決
着
が
付

き
ま
し
た
。
西
院
伽
藍
の
東
南
隅
に
あ
た
る
若
草
と
い
う
場
所

か
ら
塔
と
金
堂
を
前
後
に
並
べ
た
伽
藍
の
跡
が
発
見
さ
れ
た
の

で
す
。
出
土
し
た
瓦
か
ら
も
そ
の
地
が
創
建
の
斑
鳩
寺
で
あ
る
と

判
断
さ
れ
、
以
後
若
草
伽
藍
＝
斑
鳩
寺
説
が
通
説
と
な
り
ま
し

た
。

　

現
在
の
法
隆
寺
は
、
金
堂・五
重
塔
な
ど
が
並
ぶ
西
院
伽
藍
と
、

夢
殿
を
中
心
と
し
た
東
院
伽
藍
と
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
十

年
前
に
当
館
で
公
開
し
た
「
百
済
観
音
」
は
、
新
た
に
建
設
さ
れ

た
大
宝
蔵
殿
の
中
心
、
百
済
観
音
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
美
術
の
原
点
と
も
い
え
る
法
隆
寺
の
名
宝
を
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
と
も
ご
覧
下
さ
い
。

次回の展覧会

4/19（土）～5/18（日）

九谷の流れ I
－古九谷・再興九谷－

石川県立歴史博物館が会場になります
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日々事務室を悩ましていた削岩機
の音も遠くなり、工事がかなり進
んでいる模様です。
・重機が前庭を占領中（下）
・1F階段を壊しエスカレータにし
 ます（左上）
・面影がありますか？1Fロビー（左下）

リニューアル進行中！
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